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議事概要  

1. 前回（第 25期第 4回分科会）議事録確認 

宮町委員長より、第 25期第 4回分科会の議事録の説明があり、承認された。 

2. 報告 

 1 ）井口 梓 連携会員（愛媛大学社会共創学部准教授） 

「地域学の実践と課題 ―地域系大学での教育実践を事例にー」 

井口会員より、集落の縮退に直面した愛媛県内子町臼杵地区の自治会と愛媛大学

社会共創学部の協働の事例、および縮退期あるいは無住化した集落を対象とする

「市民の地域学」の重要性に関する報告がなされた。 

2 ）岩瀬峰代 連携会員（島根大学教育開発センター准教授） 

「地域学における学びと学びの評価」 

岩瀬会員より、知識の習得だけでなく、経験の中に教育的要素を見いだす地域学

のフィールド教育における学びの特徴とその評価に関して、教育理論にもとづく問

題の整理と島根大学における取り組みとその評価の事例が報告された。 

 3 ）田原裕子（國學院大學経済学部教授） 

「コロナ禍のもとでの渋谷再開発」 

田原会員より、首都圏における地域学の事例として、大規模な再開発により東京

を代表するビジネス拠点となった渋谷が、コロナ禍における経済的変動のなか、圏

内の他の拠点との競争を視野にさらに進めるまちづくり計画の概要が報告された。 

3. 今後の分科会の予定について 

宮町委員長より、第 6 回分科会を 2022 年 5 月に実施することが提案され、承認さ

れた。 

 


